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お互い助け合う「感
かん

謝
しゃ

」の気持ちと「諫
かん

早市社
しゃ

会福祉協議会」の意味を

込めて名付けました。末永く皆さまに愛される広報紙を目指しています。

この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで作成しています

　諫早市社会福祉協議会では、12月５日、12日、14日の３日間、３会場に分かれて「ふれあいい

きいきサロン実践者研修会」を開催しました。

　「ふれあいいきいきサロン」とは、高齢者に寄り合いの場所（公民館など）を提供し、生きがいづ

くりや介護予防につなげる活動で、平成29年12月１日現在、市内148ヵ所で実施されています。

　この３日間の研修では、ふれあいいきいきサロンのボランティアとして日頃から活躍されている

189名の方の参加があり、簡単にできるゲームの数々を学びました。

　講師としてお招きした長崎県レクリエーション協会の平山百合子先生からは、「レクリエーション

とは心を元気にする活動！」というお話や、牛乳パックや新聞紙などの身近なものでできるレクリ

エーションを教えて頂きました。参加された方からは、「自分も楽しむことができた。サロンでも活

用したい。」「すぐにでも実践できそうなレクリエーションを教えて頂きありがたい。」などといった

声が寄せられ、今後、各地区のサロン活動が更に充実することが期待されます。

ふれあいいきいきサロン 実践者研修会 開催

新聞紙ちぎりゲーム ヨーグルトカップを使ったタワー作り

声を出しながらグーパー体操 平山百合子先生による口でのジャンケン指導
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長崎県共同募金会諫早市支会

じぶんの町を良くするしくみ

～たくさんのご協力ありがとうございました～

　長崎県共同募金会諫早市支会は、昨年10月から12月まで「赤い羽根

共同募金運動」を実施いたしました。

　多くの皆さまのご協力のもと、戸別募金や街頭募金など、さまざま

な募金活動が展開され、たくさんの心温まる募金が寄せられました。

　また、12月には「歳末たすけあい運動」を実施し、赤い羽根共同募

金同様に、小・中・高等学校の皆さまや歳末たすけあい演芸大会参加

の皆さまをはじめ、多くの方々にご協力いただきました。

　皆さまにお寄せいただいた「赤い羽根共同募金」は、ふれあい給食

サービスや黄色い帽子贈呈事業などに活用され、「歳末たすけあい募

金」は、歳末たすけあい見舞金贈呈事業や障害者成人祝金贈呈事業な

どに活用されます。

　募金活動にご理解・ご協力いただき、ありがとうございました。

※募金活動にご協力いただいた方のお名前は、かんしゃ３月号に掲載予定です。
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くらしに役立つ！！ 活用講座のご案内

１．日　　時　�平成30年3月5日（月）
　　　　　　   午後1時30分～午後4時

２．場　　所　 諫早市社会福祉会館 2階 多目的ホール

３．対�象�者　① 現在、福祉体験学習サポーターに
登録している方

　　　　　　  ② 福祉体験学習サポーターに興味関
心がある市内在住の方

４．研修内容　講話および「車いす体験」などの実技

５．定　　員　20人

６．参�加�費　無料

７．申込方法　電話にてお申込みください。

８．申込期限　平成30年2月21日（水）

９．申�込�先　諫早市社会福祉協議会　地域支援課
  　　　　　　  TEL　0957-24-5100

福祉体験学習サポーター研修会
～一緒に活動してみませんか～

　日々の暮らしの中のさまざまな困りごとを解消するヒントを得るための講座です。市民の皆さまが多種・

多様なサービスを活用し、自立した日常生活や社会生活を営むことができることを目的に開催します。

　興味・関心がある方は、是非ご参加ください。お待ちしております。

日　時：平成30年2月22日（木）
　　　　午後１時30分～午後４時

　　　　（受付：午後１時～）

場　所：諫早市社会福祉会館
　　　　多目的ホール
　　　　諫早市新道町948

対象者：①市内在住の方

　　　　②市内に勤務（通学）する方

定　員：50人

参加費：無料

申込期限：平成30年2月16日（金）※定員になり次第締め切ります。

申込方法：電話・FAXにてお申し込みください。

※時間は、いずれも午前10時30分～正午

場　　所  地域福祉センター上山荘

対 象 者  市内在住の60歳以上の方

定　　員  20人、２/16（金）の「スマホ入門」のみ10人

　　　　　※申込み多数の場合は、抽選で決定

参 加 費  無料

　　　　　※ ただし、入館料の150円をご負担ください。

申込方法  電話

申込期限  ２月３日（土）

申 込 先  上山荘（宇都町29-2　TEL 23-2488）

時　間 内　　　容
13：00～13：30 受付

13：30～13：35 オリエンテーション

13：35～14：15

①生活福祉資金等貸付事業について
　低所得者や高齢者、障害者がいる世帯の生活を経
済的に支える手段として、相談支援を伴った貸付事
業を紹介します。

14：15～14：20 休憩

14：20～15：00

②日常生活自立支援事業について
　認知症、知的障害、精神障害などで福祉サービス
の利用や金銭管理などに支援を必要とする方に支援
をする制度（社会福祉法）についてお話をします。

15：00～15：10 休憩

15：10～16：00

③成年後見制度について
　認知症、知的障害、精神障害などで判断能力が不十
分な方の財産や権利などを法律的に支援する制度（民
法）についてお話をします。

上山荘講座のご案内

　上山荘のお楽しみ＆豆知識講座を下記によ
り開催します。
　参加を希望される方は、下記までお電話で
お申し込みください。

月日 講座名 内容

２／９
（金）「春の旅あれこれ」

日帰り、二人旅、グループ
旅行などの旅の紹介

２／16
（金）「スマホ入門」 スマホの簡単な使い方を伝授

２／23
（金）「春の草花栽培入門」

春に咲く草花の管理と育て
方を学ぶ

　諫早市社会福祉協議会では、小・中学校を始め地域

や職場などから福祉体験学習の依頼を受け、ボラン

ティアの方々の協力により、車いす体験などの福祉体

験学習を実施しています。

　「福祉体験学習サポーター研修会」では、福祉体験学

習に必要な知識等を学んでいただき、本会職員と一緒

に活動していただける方を養成します。

　あなたも仲間とともに福祉体験学習サポーターにな

りませんか？皆さんのご参加をお待ちしています。

諫早市社会福祉協議会
地域支援課

☎24 5100　FAX 24 5101
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２月のふれあい福祉相談
　暮らし、財産、権利擁護に関する心配ごと
など、何でもおたずねください。

開 設 日 月曜日～金曜日（祝日を除く）

開設時間 午前10時～午後３時

場　　所

ふれあい福祉相談センター

（諫早市社会福祉会館内）
【専用電話】23-7022

一
般
相
談

開 設 日 ２月23日（金）　司法書士

開設時間 午後１時30分～４時

場　　所
諫早市社会福祉協議会

【電話】24-5100

無
料
専
門
相
談

※専門相談は、10日前までに予約をお願いします。

諫早市社会福祉大会第13回

13：30～　式　典：諫早市社会福祉協議会表彰
　　　　　　　　　出口ボランティア表彰
14：20～　活動発表
　　　　　発表者：子育てサロン合同運動会実行委員会
　　　　　　　　　草野　宣子　氏
　　　　　演　題：「子育てサロン合同運動会
　　　　　　　　　～地区・校区を越えて子育てサロンが集結！～」
14：50～　特別講演
　　　　　講　師：オスマン・サンコン　氏
　　　　　演　題：「イチ、ニ、サンコンの支え愛、助け愛」

※手話通訳、要約筆記を行います。 ※託児コーナーを設けています。（要予約）

平成30年２月14日（水）

～地域で育て広げよう！ 支え愛と助け愛の和と輪～

日 時

諫早文化会館　大ホール会 場

日 程

（開場/13：00～）

オスマン・サンコン 氏
（日本ギニア友好協会広報官）

入場
無料

問い合わせ先：諫早市社会福祉協議会

ご寄付ありがとう
� ございました
平成29年12月１日～平成29年12月31日受付分

次の皆さまから、心温まるご寄付をいただきました。

ご厚志に沿うよう地域福祉事業のため大切に使わせていただきます。

香典返し

▼ 岡野　シヅ子 様（中尾町） 【亡夫　繁信様】

たくさんの皆様のご来場をお待ちしています！！

― 特別会員のご紹介―
（平成29年11月１日～12月31日分）

　本会の地域福祉の推進にご賛同いただき誠にあ
りがとうございました。心よりお礼申し上げます。

◦西彼観光バス株式会社

諫早市社会福祉協議会会費お礼


